
地域メッシュ統計の結果 「第１次地域区画」と「都道府県」の違いについて 

 

 

地域メッシュ統計のダウンロードデータの提供単位には、2015（平成 27）年調査以降、「第１次地域区画」と

「都道府県」の２つがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
 

この 2 つの提供単位のデータは、都道府県をまたがる同一メッシュの区画で編成結果（値）に違いがあります。 

「第１次地域区画」の結果は、都道府県の境界に関係なく、そのメッシュ区画に含まれる全ての世帯数（人口）

となります。一方、「都道府県」の結果は、同じメッシュ区画に含まれる隣接都道府県の世帯数（人口）は足し上

げておらず、その県の世帯数（人口）のみの値になります。 
 

【メッシュ枠Ａの人口を例として解説】 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

よって、「都道府県」データにおいて、その県にかかるメッシュ区画全ての世帯数（人口）を足し上げると、国勢調

査の都道府県別世帯数（人口）と等しくなります。なお、経済センサスの事業所数等の結果においても同様です。 

 

※ 地図で見る統計（jSTAT MAP）に収録している地域メッシュ統計は、「第１次地域区画」の結果となります。 
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B 県と C 県の県境に位置するメッシュ枠Ａの人口の編成結果 

・「第１次地域区画」データ：700 人 

・「都道府県」データ  B 県：200 人 

・「都道府県」データ  C 県：500 人 

https://jstatmap.e-stat.go.jp/trialstart.html

